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要  旨 

マダニ及び動物血液（イヌ，イノシシ等）から SFTSV 遺伝子を検査した結

果，動物付着マダニの 1.9％，植生マダニの 1.0％及び動物血液の 0.9％から

SFTSV 遺伝子が検出された。また，動物血液の抗体検査では，イヌ，イノシ

シで抗体陽性個体が確認された。マダニの SFTSV 遺伝子陽性検体のうち，イ

ヌに付着吸血していたフタトゲチマダニの 2 検体から SFTSV が分離された。

分離されたウイルスの S 節を遺伝子解析した結果，熊本県内の SFTS 患者と同

じ日本型（J1）型に分類された。 

これまで患者が確認されている地域だけでなく，患者が報告されていない地

域のマダニからも SFTSV 遺伝子が検出されており，マダニの刺咬防止等の感

染予防方法の知識の普及・啓発が重要であると考える。 

 

キーワード：SFTS，フタトゲチマダニ，日本型（J1） 

 

はじめに 

重症熱性血小板減少症候群（Severe fever with 

thrombocytopenia syndrome：SFTS）は，2011 年に中国

で初めて発表されたブニヤウイルス科の SFTSV によ

っておこるウイルス感染症で，主にマダニの媒介よっ

てされる。これまでに中国，韓国，日本で患者が報告

されており，日本では 2013 年に初めて患者が報告され

た。九州，四国，中国地方を中心に 4 月～10 月頃に患

者が多く，2018 年 4 月末現在で 324 人 1）が報告されて

いる。感染すると一定の潜伏期（6 日～2 週間程度）を

経て，発熱，消化器症状（食欲低下，嘔気，嘔吐，下

痢，腹痛），頭痛，筋肉痛，意識障害や失語などの神

経症状，リンパ節腫脹，皮下出血や下血などの出血症

状などを起こし，死亡率は 6.3〜30％と報告されてお

り高い。検査所見は白血球減少，血小板減少，AST・

ALT・LDH の血清逸脱酵素上昇が多くの症例で認めら

れる。CRP 上昇は軽度又は認められない。血清フェリ

チンの上昇や骨髄での血球貪食像も認められることが

ある 1）。熊本県の SFTS 患者は 2018 年 4 月現在で 10

名報告されており，国の網羅的 SFTSV の分布調査でも

，熊本県のシカから抗体陽性個体が確認されている 2

）が，詳細な SFTSV の分布は不明である。そこで，感

染防止の一助とするため，熊本県内のマダニ SFTSV

保有状況と動物の SFTSV 感染状況調査を行ったので

報告する。 

 

材料と方法 
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1 マダニ 

2013年 4月～2018年 3月までに熊本県内の患者が発

生している地域を中心に旗振り法により採取した植生

マダニ 2037 個体と熊本県動物愛護センター，熊本県内

保健所，動物病院，及びイノシシ，シカ等を処理する

食肉処理施設で採取された，動物付着マダニ 951 個体

を用いた。採取されたマダニは種類を同定後，成虫 2

個体，若虫 10 個体，幼虫 20 個体を上限としてプール

し，1mL の PBS（-）で乳剤とし，1005 検体（植生マ

ダニ 397 検体，動物付着マダニ 608 検体）を検査材料

とした。また，2011～2013 年 3 月末までに採取し，－

80度で保存されていたイヌ付着マダニの PBS乳剤 152

検体（152 個体）も検体としたため，合計 1，157 検体

（植生マダニ 397 検体，動物付着マダニ 760 検体）を

検査材料とした。 

 これら検査材料の PBS乳剤からのRNA抽出，SFTSV

遺伝子確認は国立感染症研究所獣医科学部が作成した

「マダニからの SFTS ウイルス検出マニュアル」に準

じ実施した。遺伝子検査で陽性となった PBS 乳剤の遠

心上清を Vero 細胞に接種し，常法に従いウイルス分離

を行った。CPE が認められない場合は 6 代まで継代し

た。 

分離株の全塩基配列（L 節，M 節，S 節）の決定は国

立感染症研究所に依頼した。塩基配列の解析は

MEGA6.06 を用いて，最尤法により系統樹解析を行っ

た。 

2 動物血液 

熊本県内の動物病院及び食肉処理施設で採取された

動物血液 108 検体（イヌ 38 検体，ネコ 8 検体，イノシ

シ 45 検体，シカ 17 検体）を検査材料とした。SFTSV

の遺伝子検査は血液 300μL を用いて，マダニの検査

法と同様の方法で RNA抽出と遺伝子確認を実施した。

また，SFTS 患者検体から Vero 細胞で分離された

SFTSV 株を用いて，蛍光抗体法による IgG 抗体検査を

実施した。血清を段階希釈し，希釈倍率 20 倍以上で特

異的蛍光を確認した検体を抗体陽性と判定した。 

 

検査結果 

1 マダニ 

動物付着マダニはオオトゲチマダニ（Haemaphysali

s megaspinosa:H.m）（53 検体 73 個体），キチマダニ（

H.flava:H.fl）（257 検体 335 個体），タカサゴチマダニ

（H.formosensis:H.fo）（67 検体 105 個体），フタトゲチ

マダニ（H.longicornis:H.l）（204 検体 330 個体），ヤマ

アラシチマダニ（H.hystricis:H.h）（92 検体 122 個体）

，タカサゴキララマダニ（Amblyomma testudinarium:A

.t）（82 検体 102 個体），ヤマトマダニ（Ixodes ovatus:

I.o）（5 検体 6 個体）採取された。これらのうちイヌに

付着していたフタトゲチマダニ 8 検体，キチマダニ 2

検体，イノシシに付着していたヤマアラシチマダニ 3

検体，タカサゴキララマダニ 2 検体の計 15 検体が PC

R 検査で SFTSV 遺伝子陽性であった（表 1）。マダニ

は全て吸血していた。植生マダニはキチマダニ（33 検

体 77 個体），タカサゴチマダニ（219 検体 1396 検体）

，フタトゲチマダニ（60 検体 361 個体），ヒゲナガチ

マダニ（H.kitaokai:H.k）（12 検体 32 個体），ヤマアラ

シチマダニ（42 検体 101 個体），タカサゴキララマダ

ニ（60 検体 361 検体），アカコッコマダニ（I.turdus:It

）（13 検体 38 個体）が採取された（表 2）。そのうちタ

カサゴチマダニ 2 検体，フタトゲチマダニ 1 検体，ヤ

表１ 動物付着マダニ検査結果     

      動物種 

   （頭数） 

マダニの 

種類 

イヌ 

（309） 

イノシシ 

（49） 

シカ 

（14） 

ネコ 

（6） 

ヒト 

（10） 

マダニ種別 

合計 

H.m 0/25(25) 0/1(1) 0/27(47) 
  

0/53(73) 

H.fl 2/216(256) 0/11(11) 0/29(67) 
 

0/1(1) 2/257(335) 

H.fo 0/5(5) 0/61(98) 
 

0/1(2) 
 

0/67(105) 

H.l 8/175(249) 0/3(4) 0/24(74) 0/1(2) 0/1(1) 8/204(330) 

H.h 0/66(76) 3/21(29) 0/4(16) 0/1(1) 
 

3/92(122) 

A.t 0/11(16) 2/59(72) 0/2(2) 0/2(2) 0/8(10) 2/82(102) 

I.o 0/4(5) 
  

0/1(1) 
 

0/5(6) 

宿主別合計 10/502(632) 5/156(215) 0/86(206) 0/6(8) 0/10(12) 15/760(1,073) 

    陽性/検体数（個体数） 
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マアラシチマダニ 1 検体の計 4 検体が PCR 検査で SF

TSV 遺伝子陽性であった（表 2）。動物付着マダニと植

生マダニの PCR 陽性マダニの採取された地域（保健所

区域）は，天草 8 検体，山鹿 3 検体，御船 3 検体，八

代 3 検体，有明 1 検体及び人吉 1 検体であった（図 1

）。イヌ付着マダニで SFTSV の PCR 陽性であったフタ

トゲチマダニ 2 検体から SFTSV が分離された。マダニ

から分離された SFTSV の S 節の塩基配列を系統樹解

析した結果，熊本県内の SFTS 患者から検出された SF

TSV 遺伝子と同じクラスターに分類され（図 2），また

，全塩基配列の解析結果も日本で多く確認されている

遺伝子型（J1）に分類された（図 3）。 

2 動物血液 

SFTSV の遺伝子検査の結果，イノシシ 43 検体中 1 検

体が SFTSV 陽性であった。天草地域で捕獲された個体

であった。IgG 抗体検査の結果，イヌ 2 頭，イノシシ

3 頭の血液から SFTSV の IgG 抗体が検出され，抗体価

は 40 倍～160 倍であった（表 3）。抗体が確認された動

物の生息地域はイヌが菊池と八代，イノシシは全て天

草であり，イヌは家庭の飼養犬であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 植生マダニ検査結果 

マダニの種類 陽性/検体数（個体数） 

H.fl   0/33(77) 

H.fo 2/219(1,396) 

H.l  1/60(361) 

H.k   0/12(32) 

H.h  1/42(101) 

A.t   0/18(32) 

I.t   0/13(38) 

合計 4/397(2,037) 

 

        患者発生地区（市町村単位） 

 陽性マダニ採取地域（保健所単位） 

図１ 県内の SFTS の患者及びウイルス分布状況 

表３ 動物血液検査結果 

 検体数 SFTSV 遺伝子

陽性数 

IgG 抗体 

陽性数 

抗体価 

20 40 80 160 ≧320 

イヌ 38  2  1 1   

イノシシ 45 1 3  1 1 1  

シカ 17  0      

ネコ 8  0      

計 108 1 5  2 2 1  

山鹿 

有明 

御船 

八代 

人吉 

水俣 

天草 
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①，② マダニ分離株 ③～⑦SFTS 患者株 

図２ SFTSV 系統樹解析結果（S 節） 

 JS2010-019 gi393888883 

 SDLZP092011 gi386872725 

 SDLZP022011 gi386872704 

 SDLZP072011 gi386872719 

 JS2010-014 gi393888844 

 AHZChina2011 gi386648029 

 HN6 gi325209557 

 20 gi346987849 

 69 gi346987856 

 LN2 

 HB29 gi325209524 

 HB155China2011 

 AHLChina2011 

 2010-FQM gi342365791 

 AH15 gi325209550 

 JS24 gi331031482 

 LN3 gi325209592 

 4A S/Miyazaki/2012 

 20134519/kumamoto/2013③  

 20145438/kumamoto/2014④ 

 20134510/kumamoto/2013⑤ 

 H23DD55/kumamoto/2011① 

 20134540/kumamoto/2013⑥ 

 H26DD119/kumamoto/2014② 

 10A S/Nagasaki/2005 

 35A S/Ehime/2012 

 3A S/Ehime/2012 

 20134546/kumamoto/2013⑦ 

 30A S/Saga/2010 

 5A S/Hiroshima/2012 

 YG1 S/Yamaguchi/2012 

 32A S/Nagasaki/2005 

 Heartlandvirus Patient1 

中国型（C） 

日本型（J） 
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３－② 

３－① 

図３ マダニ分離 SFTSV の系統樹解析結果（３－①S節 ３－②M 節 ３－③S 節） 

●：マダニ分離株 
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まとめ 

熊本県内で採取された動物付着及び植生マダニの

SFTSV の遺伝子検査の結果，それぞれ 760 検体中 15

検体（陽性率 2.0％），397 検体中 4 検体（陽性率 1.0

％）が SFTSV 遺伝子陽性で，陽性のマダニ種はフタト

ゲチマダニ，ヤマアラシチマダニ，キチマダニ，タカ

サゴキララマダニの 2 属 4 種であった。また，陽性マ

ダニが，天草，山鹿，御船，八代，有明及び人吉の 6

地域から検出された。熊本県の患者報告地域である，

天草，人吉，水俣，有明以外の地域（山鹿，御船，八

代）からも SFTSV 陽性マダニが検出されていることか

ら，患者未発生地域でも患者が発生する危険性が考え

られた（図 1）。SFTS 患者が多い鹿児島県及び高知県

における植生マダニの SFTSV 遺伝子陽性率は，それぞ

れ 1.9％3）及び 2.03%4）と報告されている。これらの結

果から，患者が発生している地域では少なくとも一部

のマダニの数％が SFTSV を保菌していると考えられ

た。 

 SFTSV は，中国で多く認められる遺伝子型（C1～5

）と日本で多く認められる型（J1～3）に分けられる 5)

。イヌを吸血したマダニから分離された 2 株の SFTSV

遺伝子解析の結果，これら 2 株の塩基配列は，主に日

本の患者から検出される遺伝子型のグループ（J1）型

に分類された。熊本県の SFTS 患者と遺伝子的には同

じ系統であった。日本でも稀に C 型が認められ，韓国

では C 型と J 型が混在して認められる。韓国の SFTS

患者の SFTSV 遺伝子解析と疫学調査から，推定感染場

所が渡り鳥のルートと重なるため，トリが付着した

SFTSV 保有マダニを持ち込む可能性が報告されてい

る 6）。 

 動物血液の 108 検体中，天草で捕獲されたイノシシ

1 検体（陽性率 0.9%）の血液から SFTSV 遺伝子が検

出された。また，抗体検査の結果，菊池，八代のイヌ

と天草のイノシシの計 3 頭から SFTSV の IgG 抗体が

検出された。抗体陽性イヌは家庭の飼養犬であったこ

とから，ペットが SFTSV 保有マダニを持ち込む危険性

が考えられた。ペットのマダニ対策が重要である。下

田らは，和歌山県での 2007年からのアライグマ SFTSV

調査で，当初 0％だった抗体保有率が 2014 年には 24.2

％になり，同じ時期に和歌山県で初めて SFTS 患者が

報告されたこと，SFTSV 遺伝子がアライグマや飼育犬

から検出され，更にアライグマの糞便から SFTSV 遺伝

子が検出されたことを報告している 7）。近年，各地域

でイノシシやシカなどの野生動物による農作物被害が

問題となっている。SFTSV やリケッチア感染症等のマ

ダニ媒介感染症が発生している地域でのこれら野生動

３－③ 
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物の増加は，マダニ媒介感染症の発生地域拡大や患者

数増加を招く危険性がある。熊本県でも，イノシシや

シカなどによる農作物の被害が多く，地域ぐるみで侵

入防止対策がとられているものの，被害は高い水準に

ある。また，県内でのアライグマ目撃情報が増えるな

ど，外来生物が生息域を拡大し，また，野生動物のヒ

トの生活領域へ侵入が多いことから，熊本県内での

SFTS，日本紅斑熱などのマダニ媒介感染症が増加する

リスクは高い。さらに，ネコからの咬傷歴があるヒト

の SFTS 発症事例が確認されていることから，マダニ

を介さない SFTSV 感染も注意する必要がある。SFTS

は治療に関する臨床研究が開始されているが，治療薬

はなく対処療法が中心である。また，高齢者の死亡率

が高い傾向にあり，感染予防が重要である。我々はこ

れまでの調査結果を取りまとめ，ホームページへの掲

載，保健所や医療団体と協力して患者が多い地域住民

や医師を対象とした講習会等を実施して，患者発生が

少なくなるように啓発にも努めている。 

 今後もマダニや動物のモニタリングを継続し，デー

タを公表することで，熊本県内でのマダニ媒介感染症

予防の一助になるように努めていきたい。 
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